
 

 

  2020年度 事業報告書 

  2020年4月1日から2021年3月31日まで 

 

                                        特定非営利活動法人 こども緊急サポートふくしま      

 

 

１ 事業の成果 

  2020年度における当法人の活動は、福島市子育て援助活動支援事業（ファミリーサポート事業）の

病児・緊急対応強化事業（下記①）と、その枠に入らない子育て支援事業（下記②③）を実施しま

した。また、下記①②③に係る新規従事者を養成する研修会を行いました。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事 業 内 容 

実施日時・場所 

従事者の人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費の 

金額 

（千円） 

Ⅰ病児・病後児、障

がい児を含む保育

及び一時保育事業 

・病児・病後児の預かり 

・発熱・早朝・夜間等の緊急時の

子どもの預かり 

・宿泊を伴う子どもの預かり 

・上記に伴う送迎 

日時：通年 

場所：福島市内 

人数：40人 

子育て世帯 

50人 

 

8700千円 

Ⅱ子育てに関する困

りごと相談などの

子育て支援 

・仕事と子育ての両立を応援する 

・保護者がゆとりを持って子育て

が出来るようにサポートする 

・学校や学童等の送迎 

日時：通年 

場所：福島市内 

人数：40人 

子育て世帯 

100人 

 

 

672千円  

Ⅲ家族及び保護者自

身の心身の健康を

促進する事業 

・産前産後の家事支援 

・保護者のリフレッシュ 

・保護者の通院（歯医者等）や 

 病気時の支援 

日時：通年 

場所：福島市内 

人数：40人 

子育て世帯 

250人 

 

（2）その他の事業 

   スタッフ会員養成研修会 2020年10月20日から10月23日 経費175千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅰ.病児・病後児、障がい児を含む保育及び一時保育事業について 

別称：福島市委託事業または基本プラン 

 

①病児預かり ②前日・当日の急な預かり+送迎 ③早朝・深夜の預かり ④宿泊を伴う預かりを実施し

ました。登録者は129名。 

 

病児預かり事例 

前日に発熱があり、病院受診の結果、風邪と診断された5歳の子をスタッフ宅で預かりました。熱は37.5℃

で、3時間毎の体温測定と症状の観察と、食欲の有無確認。指示された投薬も行いました。 

持病もちで当日依頼が多い2歳の男の子は、出来るだけ同じスタッフが対応しています。スタッフとの関

りからお子さまの成長が見られ、お母さまから頼りにされています。 

 

急な預かりの事例 

お母さまが急に熱を出し病院に行くので「子どもを見て欲しい」と依頼がありました。1歳の女の子で利

用会員宅での預かりでした。この方は2日にわたりご利用でした。 

 

宿泊預かりの事例 

1歳8ヶ月の男の子の宿泊預かりを毎月行っています。この子は、生後8ヶ月からご利用されており、食事

とお風呂、おむつ交換、ボール遊びなどをしています。10、11、1月はシフトの関係で、預かる頻度が増

えています。 

 

    

 

4月 9 1 17 12 39

5月 1 1 20 7 29

6月 4 1 26 19 50

7月 0 1 15 20 36

8月 1 1 21 15 38

9月 4 1 17 23 45

10月 3 12 25 21 61

11月 0 8 20 17 45

12月 4 1 20 14 39

1月 7 9 21 17 54

2月 1 3 32 20 56

3月 6 2 36 23 67

40 41 270 208 559

病児
預かり

宿泊を伴う
預かり

急な預かり 送迎

 



 

 

Ⅱ.Ⅲ.子育てに関する困りごと相談などの子育て支援・家族及び保護者自身の心身の健康を促進する事業 

別称：委託枠外事業または独自プラン・プレミアムプラン 

 

基本プラン①～④以外。具体的には、緊急性が低い子どもの預かりや送迎。産前産後の家事支援。保護

者のリフレッシュまたは保護者が美容院、冠婚葬祭、習い事、買い物等の所用がある場合。保護者が歯

医者等に通院または病気の際の子どもの一時預かり等を行いました。登録者は40名。 

 

定期的な預かり 

毎月10～12回利用している2歳の女の子は、事務所でお預かりしています。場所に慣れて、スタッフとお

ままごとをしたり、公園や散歩にも出かけています。朝からお預かりの際は、出来るだけお昼寝も取れ

るようにして、携わるスタッフたちが、一定のリズムがある生活を心がけています。 

 

産前産後の家事支援 

産前に、上の子の送迎を、保育所から自宅まで8日間行いました。産後は、上の子の送迎と食事作り、産

まれた赤ちゃんの沐浴のお手伝いをしました。別の方で、6日間ほど産後の食事作りも行いました。 

 

障がい児の支援 

専門の知識と経験を持ったスタッフが、体調が悪く学校を休んだ8歳の男の子を利用者宅で預かりました。

おむつ使用なので、優しく声掛けして交換しました。お子さまもパニックにならず穏やかに過ごしてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

4月 27 25 0 0 0 52

5月 15 23 0 0 0 38

6月 22 78 0 0 0 100

7月 45 83 4 0 0 132

8月 21 52 7 0 0 80

9月 25 68 15 0 0 108

10月 32 88 13 0 0 133

11月 23 66 16 1 0 106

12月 14 68 8 0 0 90

1月 31 55 5 0 0 91

2月 23 67 3 0 0 93

3月 23 76 4 2 0 105

301 749 75 3 0 1128

預かり 送迎 家事支援 託児 その他

  

 

 

 

 



 

 

新規スタッフ会員養成研修会について 

 

養成研修会の内容は、活動中の補償保険適応との兼ね合いで、女性労働協会が規定する内容になります。 

心の発達とその問題・保育の心・小児看護の基礎知識・子どもの遊び・安全と事故・子どもの栄養と食

生活・身体の発達と病気など全24時間。その内容を2020年10月20日、21日、22日、23日の全4日、場所・

NCVふくしまアリーナで行い、参加者15名（主に60代の方）、修了者13名でした。 

 

参加者アンケートの結果 

自身がやってみたいことは、フードバンク・子ども食堂・おやつ作り講習会・まだ分からない。受講し

たい事は、幼児安全法・子どもの遊び講習会・障がい児の勉強。地域に必要と思うものは、安心して子

どもを預けられる場所を複数。参加した感想は、責任の重さを感じた。働くお母さんたちの役に立ちた

い。新しい情報が聞けて良かった。内容が濃かったので勉強になりました。 

 

 

 

 


